
日本共産党の穀田恵二国対委員長と

吉井英勝衆院議員は12月20日、インター

ネット動画サイト「ニコニコ動画」の生放送

番組「ニュースバックヤード」に出演し、北

朝鮮、原発問題などを語りました。司会は

政治ジャーナリストの角谷浩一氏。

番組では北朝鮮の金正日総書記の死去が話題になり、穀田氏が外交的手段で拉致や核などの問題を解

決するという一貫した党の立場を語りました。日本共産党は国会の一党派として超党派の訪朝団に参加する

一方、北朝鮮の国際的無法行為を厳しく批判して１９８０年代から朝鮮労働党との関係は断絶していると紹介。

「非常にシビアに対応している唯一の党です」と述べると、角谷氏は「なるほど。知らなかった」とうなりました。

角谷氏は吉井氏について「（福島原発）事故が起こる前に警告を発し、いま思えば全部的確な警告だった」と

紹介。「九州電力のやらせも『赤旗』のスクープだった」と述べました。

野田佳彦首相の「事故収束」宣言について吉井氏は「福島原発はとても『冷温停止』といえる状態ではない」

と指摘し、宣言の背景に原発輸出などで利益を上げようという原発利益共同体の思惑があると批判しました。

「（原発）利権の乱用が国民を危険にさらした」との視聴者のメールに対し、吉井氏は国民投票で建設後の原

発を一度も稼働させていないオーストリアの例をあげ、「国民の意思が示されるようになると、原発で利益をむさ

ぼる人たちを抑えることができる」と発言。原発関連企業による政治献金やパーティー券購入の規制などを提

案しました。

アクセスは２万５千を超え、番組史上最高を記録。最後に「来年の共産

党の活動に期待しますか」との視聴者アンケートに７１・４％の人が「はい」

と回答しました。「本日の番組がとてもよかった」は７５・２％でした。

ニコニコ生放送に出演する穀田恵二（左端）、吉井英勝（右端）両衆院議員
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金正日総書記の死亡を受け、日本共産党は、日朝平壌宣言と６カ国声明にこそ東北アジア

に平和をもらたす道があると主張しています。これまでも、軍事でなく交渉による解決を提

案してきました。

１９９９年に、不破哲三委員長（当時）は、衆院本会議で、日朝に

交渉ルートが存在しないまま軍事的対応の悪循環がすすんでいること

は問題だとし、「正式の対話と交渉のルートを確立する努力を、本腰

を入れて真剣に行う」、その中で拉致問題を含めて双方のあらゆる問

題をきっちり解決しようということを提唱。村山元首相は日本共産党

へ訪朝団の参加を要請し、日本共産党も参加した超党派の代表団が訪

朝。翌年から政府間の交渉を始めようということが決まりました。

この交渉が、２００２年の小泉

首相の訪朝と、日朝平壌宣言につ

ながりました。日朝平壌宣言は、

核兵器、ミサイル、拉致、過去の

清算など、両国間の諸懸案を包括

的に解決して、国交正常化をはか

るという外交的解決のロードマッ

プとして、きわめて重要な意義を

もつものとなりました。

さらに、６カ国協議という枠組みが進展。０５年の

６カ国協議の共同声明は、朝鮮半島の非核化をはじ

めとする諸問題の平和的解決を確認するなど重要な

前進を記録。米朝国交正常化、日朝国交正常化への

努力も位置づけられ、「北東アジア地域の永続的な

平和と安定のための共同の努力」もうたわれました。

北朝鮮の後継指導部が、これらの宣言・共同声明に

たちかえり、国際社会の責任ある一員としての道を

すすむことが、東アジアの平和と安定にとっても、

北朝鮮自身の今後にとっても、最も理性的な方向で

す。

不破哲三委員長（当時）の代表質問
（９９年１１月２日、衆院本会議）


